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(57)【要約】
【課題】遊技盤取付枠の下端面と外枠の腰板の上端面と
の隙間を介して遊技機内部にピアノ線や針金等を這わせ
、入賞装置の球検知器を誤作動させて故意に多くの賞球
を得るという不正行為を未然に防止するようにした遊技
機の不正防止構造を提供する。
【解決手段】入賞した遊技球を集合させる球集合樋３３
を遊技盤取付枠３の裏面３ｂ側に配設し、前記遊技盤取
付枠３を外枠１に対して閉止すると、該遊技盤取付枠３
の下端面３ａが外枠１の腰板２１の上端面２１ａに重合
した状態となる遊技機において、前記球集合樋３３への
不正具の侵入を阻止する不正具侵入防止部材３６を、前
記外枠１の腰板２１の上端面２１ａよりも高い位置であ
って、且つ、前記球集合樋３３の終端部３３ｃの直下に
あたる位置に、該不正具侵入防止部材３６の先端部５２
が該遊技盤取付枠３の裏面３ｂに密着するように設ける
。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に入賞装置が装着された遊技盤を遊技盤取付枠に取着すると共に、前記遊技盤取付
枠の裏面側に前記入賞装置へ入賞した遊技球を集合させる球集合樋を配設し、前記遊技盤
取付枠を外枠に開閉自在に装着すると共に該外枠の前面下部に腰板を設け、前記遊技盤取
付枠を閉止すると該遊技盤取付枠の下端面が前記腰板の上端面に重合した状態となる遊技
機において、前記球集合樋への不正具の侵入を阻止する不正具侵入防止部材を前記腰板の
上端面よりも高い位置であって且つ前記球集合樋の終端部の直下にあたる位置に該不正具
侵入防止部材の先端部が前記遊技盤取付枠の裏面に密着するように設けたことを特徴とす
る遊技機の不正防止構造。
【請求項２】
　前記球集合樋の終端部から落下した遊技球を受け入れる球受け部材を前記遊技機の裏面
側であって前記腰板の上端面よりも低い位置に配設し、前記球受け部材の側壁部に所望の
高さで固定される昇降部材を取着し、前記不正具侵入防止部材は、前記昇降部材に前記球
受け部材の外方へ所望の長さで延出するように取着されたことを特徴とする請求項１に記
載の遊技機の不正防止構造。
【請求項３】
　前記不正具侵入防止部材は、前記昇降部材に摺動自在に取着されると共に弾性部材によ
り前記遊技盤取付枠の裏面へ向けて常に付勢されるように設けられ、前記遊技盤取付枠を
閉止すると前記不正具侵入防止部材の先端部が該遊技盤取付枠の裏面に密着することを特
徴とする請求項２に記載の遊技機の不正防止構造。
【請求項４】
　前記不正具侵入防止部材の上面に前記球集合樋の終端部から落下した遊技球を受け止め
て前記球受け部材へ誘導する傾斜面を形成したことを特徴とする請求項１から請求項３の
いずれか一項に記載の遊技機の不正防止構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機の内部へ差し込んだピアノ線や針金等の不正具により入賞装置の球検
知器を誤作動させるといった不正行為を防止するための遊技機の不正防止構造に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　通常、遊技機の一種であるパチンコ遊技機は、前面下部に腰板が設けられた外枠に対し
、遊技盤取付枠が開閉自在に装着され、該遊技盤取付枠には、遊技盤が取着されている。
また、前記遊技盤の裏面には機構板が開閉自在に設けられる。さらに、前記遊技盤取付枠
の前面を覆う前面枠が、前記外枠に対し開閉自在に設けられ、この前面枠はガラス板等か
らなる透明板を備え、前記遊技盤がパチンコ遊技機の前面側から視認できるようになって
いる。そして、前記遊技盤取付枠は、前記外枠に対し閉止すると、その下端面が前記腰板
の上端面に重合するようになっている。このような遊技機は、例えば、下記特許文献１に
て開示されているものがある。一方、前記遊技盤の前面には、各種の入賞装置などの盤面
部品が装着され、該入賞装置には入賞した遊技球を検出する球検知器が取着されている。
また、前記遊技盤取付枠の裏面側には、前記入賞装置へ入賞した遊技球を集合させる球集
合樋が配設され、さらに、遊技機の裏面側に、前記球集合樋の終端部から落下した遊技球
を受け入れる容器状または樋状の球受け部材が設けられているものがある。
【特許文献１】特開２００５－２６１９３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述したように、通常の遊技機は、前記遊技盤取付枠を前記外枠に閉止すると、該遊技



(3) JP 2010-142313 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

盤取付枠の下端面が前記腰板の上端面に重合するようになっている。しかし、遊技盤取付
枠の下端面と腰板の上端面との間には、互いを密接に係合する手段や機構が設けられてお
らず、従って、該遊技盤取付枠の下端面と該腰板の上端面との間には僅かながら隙間が生
じてしまうことがある。このため、例えば、ピアノ線や針金等の不正具を前記隙間から遊
技機の内部へ差し込み、その先端部を前記遊技盤取付枠の裏面側で上方へ這うように移動
させることにより、前記球集合樋へ不正具を侵入させられてしまう恐れがあった。そして
、前記入賞装置の球検知器の取着箇所まで不正具の先端部を到達させ、該球検知器を誤作
動させて不当に利益を得るという不正行為がしばしば行なわれる問題があった。また、前
記球集合樋へ通した前記不正具の先端部をアウト球口から遊技盤面へ出させ、該遊技盤面
に設けられた始動入賞口や大入賞口の開閉部材を不正に開放させられる恐れがあった。そ
こで、本発明は上記のような課題を解決するために、特に遊技盤取付枠の下端面と腰板の
上端面との間の隙間から遊技機の内部へ差し込まれたピアノ線や針金等の不正具により行
なわれる不正行為を未然に防止するようにした遊技機の不正防止構造を提供することを目
的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　かかる目的を達成するため、本発明の遊技機の不正防止構造は、前面に入賞装置が装着
された遊技盤を遊技盤取付枠に取着すると共に、前記遊技盤取付枠の裏面側に前記入賞装
置へ入賞した遊技球を集合させる球集合樋を配設し、前記遊技盤取付枠を外枠に開閉自在
に装着すると共に該外枠の前面下部に腰板を設け、前記遊技盤取付枠を閉止すると該遊技
盤取付枠の下端面が前記腰板の上端面に重合した状態となる遊技機において、前記球集合
樋への不正具の侵入を阻止する不正具侵入防止部材を前記腰板の上端面よりも高い位置で
あって且つ前記球集合樋の終端部の直下にあたる位置に該不正具侵入防止部材の先端部が
前記遊技盤取付枠の裏面に密着するように設けたことを特徴とする。
【０００５】
　ここで、「外枠の前面下部に腰板を設け」とは、外枠とは別体の腰板が該外枠に設けら
れているものと、腰板が外枠の一部として一体に形成されているものとの両方を含む。
【０００６】
　また、本発明の遊技機の不正防止構造は、前記球集合樋の終端部から落下した遊技球を
受け入れる球受け部材を前記遊技機の裏面側であって前記腰板の上端面よりも低い位置に
配設し、前記球受け部材の側壁部に所望の高さで固定される昇降部材を取着し、前記不正
具侵入防止部材は、前記昇降部材に前記球受け部材の外方へ所望の長さで延出するように
取着されたことを特徴とする。
【０００７】
　ここで、「球受け部材」とは、球集合樋により集合された遊技球を受け入れる部材であ
り、例えば、球タンクやジョッキ等の容器状のものでもよいし、または、球集合シュート
や球通路等の遊技球を流下させる樋状のものでもよい。
【０００８】
　さらに、本発明の遊技機の不正防止構造において、前記不正具侵入防止部材は、前記昇
降部材に摺動自在に取着されると共に弾性部材により前記遊技盤取付枠の裏面へ向けて常
に付勢されるように設けられ、前記遊技盤取付枠を閉止すると前記不正具侵入防止部材の
先端部が該遊技盤取付枠の裏面に密着することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の遊技機の不正防止構造は、前記不正具侵入防止部材の上面に前記球集合
樋の終端部から落下した遊技球を受け止めて前記球受け部材へ誘導する傾斜面を形成した
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の遊技機の不正防止構造では、前記球集合樋への不正具の侵入を阻止する不正具
侵入防止部材を前記腰板の上端面よりも高い位置であって且つ前記球集合樋の終端部の直
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下にあたる位置に該不正具侵入防止部材の先端部が前記遊技盤取付枠の裏面に密着するよ
うに設けている。これにより、遊技盤取付枠の下端面と腰板の上端面との間の隙間からピ
アノ線や針金等の不正具が差し込まれても、前記不正具侵入防止部材が該不正具の先端部
をブロックして該不正具を上方へ移動させることを阻止し、不正具を球集合樋へ侵入させ
ないようにできる。これにより、不正具が球集合樋を通じて入賞装置の球検知器へ到達す
ることが不可能になり、該球検知器を誤作動させる不正行為を未然に防止できる。同様に
、球集合樋へ通した不正具の先端部をアウト球口から遊技盤面へ出させ、該遊技盤面に設
けられた始動入賞口や大入賞口の開閉部材を無理に開放させる不正行為を未然に防止でき
る。
【００１１】
　また、本発明の遊技機の不正防止構造では、前記球受け部材の側壁部に所望の高さで固
定される昇降部材を取着すると共に、前記不正具侵入防止部材は、前記昇降部材に前記球
受け部材の外方へ所望の長さで延出させて取着できるようになっている。すなわち、昇降
部材を所望の高さに昇降させると共に不正具侵入防止部材を所望の長さで延出させて固定
することにより、球集合樋の終端部と遊技盤取付枠の裏面、および、球受け部材との位置
関係に配慮した不正具侵入防止部材の縦方向および横方向の位置合わせができるようにな
る。これにより、球集合樋の終端部と遊技盤取付枠の裏面との位置関係が異なる機種であ
ったり、球受け部材が異なった位置に配設された設計であっても、不正具侵入防止部材を
適切な位置に配置することができ、従って、同一の設計で構成された遊技機の不正具侵入
防止構造を異なる設計の遊技機に自在に適用できるようになる。
【００１２】
　さらに、本発明の遊技機の不正防止構造では、前記不正具侵入防止部材が前記昇降部材
に摺動自在に取着されると共に弾性部材により前記遊技盤取付枠の裏面へ向けて常に付勢
されるように設けられ、前記遊技盤取付枠を閉止すると前記不正具侵入防止部材の先端部
が該遊技盤取付枠の裏面に密着するようになっている。これにより、遊技盤取付枠を閉止
すると不正具侵入防止部材の先端部と遊技盤取付枠の裏面とが必ず隙間なく密接するよう
になり、よって、不正具の侵入を確実に防止できる。さらに、例えば、機種の違いにより
遊技盤取付枠の裏面の前後方向の位置が多少異なっていても、弾性部材の付勢により、不
正具侵入防止部材は遊技盤取付枠側へ押圧され、その先端部が確実に遊技盤取付枠の裏面
に密着するようになる。従って、機種の違いによらず、不正具侵入防止部材の前後方向の
位置合わせが簡単かつ確実にできるようになる。
【００１３】
　また、本発明の遊技機の不正防止構造では、前記不正具侵入防止部材の上面に前記球集
合樋の終端部から落下した遊技球を受け止めて前記球受け部材へ誘導する傾斜面を形成し
ている。これにより、球集合樋の終端部から落下した遊技球を球受け部材へ確実に誘導し
つつ、該球集合樋への不正具の侵入を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る遊技機の不正防止構造の第一実施形態を図面に従って説明する。図
１は本発明に係る遊技機の不正防止構造が適用されるパチンコ遊技機を示す正面図、図２
は同パチンコ遊技機の外観斜視図である。パチンコ遊技機Ｐは、縦長の長方形状に枠組み
された外枠１を備え、この外枠１には、その一側に設けたヒンジ機構２により遊技盤取付
枠３が開閉自在に装着される。また、遊技盤取付枠３には遊技盤４が取着されると共に、
該遊技盤取付枠３の前側には該遊技盤４を覆うように前面枠５が開閉自在に設けられる。
この前面枠５は、中央に前記遊技盤４の遊技領域６を臨む窓開口７が開設され、該窓開口
７に合成樹脂製またはガラス製の透明板８が取り付けられる。そして、窓開口７を介して
前記遊技領域６が視認できるようになっている。
【００１５】
　前記前面枠５の下部には、打球発射部（図示せず）へ供給される遊技球を貯留する球受
皿９が前方へ張り出すように設けられる。この球受皿９の一側上面に操作部１０が設けら
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れ、該操作部１０には、遊技進行中の適時に遊技者が操作するための押しボタン１０ａや
選択キー１０ｂが設けられる。また、前面枠５の下部一側には、前記打球発射部から発射
される遊技球の打球力を調整するための打球力調整ハンドル１１が装着される。
【００１６】
　前記遊技領域６は、外レール１２ａおよび内レール１２ｂで取り囲んで略円形状に形成
される。また、これら外レール１２ａおよび内レール１２ｂは、前記遊技盤４の上部側方
にて、前記打球発射部から発射された遊技球を該遊技領域６へ放出する発射口１３を形成
している。遊技領域６の中央部は、液晶パネルからなる大型の電子ディスプレー１４とな
っており、該電子ディスプレー１４の一側寄りには、携帯電話の形を模した装飾部材１５
が設けられる。また、該電子ディスプレー１４の他側には、遊技球を挿通し得る貫通孔が
略鉛直に形成された通過チャッカー１６が配設される。
【００１７】
　電子ディスプレー１４の下方には、入賞装置としての始動入賞口１７が配設される。始
動入賞口１７の上部には、該始動入賞口１７へ遊技球を受け入れるか否かを変更する電動
開閉翼片１７ａ，１７ａが設けられている。始動入賞口１７の下方には、電動開閉扉１８
ａを有する入賞装置としての大入賞口１８が設けられ、この大入賞口１８は、大当たりの
発生により該電動開閉扉１８ａが開放作動し、多くの遊技球を入賞させることが可能にな
る。また、入賞装置としての複数の普通入賞口１９，１９，…，１９が遊技領域６の適宜
箇所に設けられている。そして、これら入賞装置（始動入賞口１７，大入賞口１８，普通
入賞口１９）には、入賞した遊技球を検知するための球検知器（図示せず）が設けられて
いる。さらに、遊技領域６の下部中央には、上述した各種入賞装置（始動入賞口１７，大
入賞口１８，普通入賞口１９）のいずれにも入賞しなかった遊技球を遊技領域６の外部へ
排出するアウト球口２０が設けられる。
【００１８】
　図３は遊技盤取付枠を開放した状態における外枠と遊技盤取付枠との背面斜視図である
。前記外枠１は、上枠板１ａと下枠板１ｂ、および、左枠板１ｃと右枠板１ｄとにより縦
長の長方形状に枠組みされ、さらに、外枠１の下部前面には補強用の腰板２１が張設され
る。前記遊技盤取付枠３の下部には、前記打球力調整ハンドル１１の装着部２２や、前記
球受皿９の装着部２３が設けられ、また、遊技盤取付枠３の開放側の側部には、該遊技盤
取付枠３を前記外枠１に閉止状態で施錠するための錠装置２４が設けられる。上述したよ
うに、前記遊技盤取付枠３は、ヒンジ機構２により外枠１に開閉自在に装着されている。
そして、遊技盤取付枠３を外枠１に対して閉止すると、該遊技盤取付枠３の下端面３ａと
前記腰板２１の上端面２１ａとが重合するようになっている。
【００１９】
　パチンコ遊技機Ｐの背面斜視図である図４に示したように、前記遊技盤４の裏面には機
構板２５が開閉自在に設けられる。この機構板２５の上部一側寄りには球タンク２６が配
設される。この球タンク２６には、パチンコ遊技機Ｐの上方に配置された遊技球補給経路
（図示せず）から遊技球が補給される。また、該球タンク２６の傾斜状底面の下流端部に
は、蛇行状に形成されたタンクレール２７が下傾するように接続され、該球タンク２６か
ら排出された遊技球を流下させるようになっている。さらに、該タンクレール２７の下流
端には、遊技球を下傾方向から縦方向へ誘導するカーブレール２８が設けられ、該カーブ
レール２８の下流端に球払出装置２９が配置されている。そして、球払出装置２９の下方
には、該球払出装置２９から払い出された遊技球を前記球受皿９へ誘導するための球払出
通路３０が設けられる。一方、前記機構板２５の下部には基板ケース３１が設けられる。
この基板ケース３１には、遊技全体を制御する主制御基板（図示せず）や、遊技球の払い
出しを制御する払出制御基板（図示せず）等の各種制御基板が配設されている。また、前
記基板ケース３１の上方にあたる前記遊技盤４の裏面には背面視方形状の球集合カバー３
２が設けられている。この球集合カバー３２は、遊技盤４面に設けられた各種入賞装置（
始動入賞口１７，大入賞口１８，普通入賞口１９）、および、アウト球口２０へ流入した
遊技球を集合させるための部材であって、その底部は後述する球集合樋３３に連通してい
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る。
【００２０】
　図５はパチンコ遊技機の下部を裏面側から見た断面斜視図、図６は同パチンコ遊技機の
下部の断面図を示している。前記球集合樋３３は、遊技盤取付枠３の下部の裏面側に配設
され、該遊技盤取付枠３と前記基板ケース３１との間に位置している。また、この球集合
樋３３の配設位置は、前記球集合カバー３２（図５および図６では図示されていない）の
底部の直下となっている。球集合樋３３は、球集合カバー３２の底部の長手方向と略同じ
長さで樋状の傾斜通路部３３ａと、該傾斜通路部３３ａの中央部から下方へ伸びるように
設けられた筒状の縦通路部３３ｂとを備えている。傾斜通路部３３ａは、両側部から中央
部へ向けて下傾状に形成され、縦通路部３３ｂは、その最下部下面に連通状に接続されて
いる。これにより、前記球集合カバー３２の底部より球集合樋３３へ流入した遊技球は、
該傾斜通路部３３ａを中央部の方向へ転動すると共に該縦通路部３３ｂへ流入してその内
部を流下し、最終的に縦通路部３３ｂの終端部３３ｃ（球集合樋３３の終端部３３ｃ）か
ら該球集合樋３３の外部へ落下するようになっている。
【００２１】
　前記球集合樋３３の終端部３３ｃの下方には、該球集合樋３３から落下した遊技球を受
け入れて収容する球受け部材３４と、該球受け部材３４の側壁部に昇降自在に設けられる
断面略Ｌ字形の昇降部材３５と、該昇降部材３５の上面に載せるようにして設けられる不
正具侵入防止部材３６とが配設される。図７は、球受け部材と昇降部材と不正具侵入防止
部材を示す分解斜視図である。
【００２２】
　前記球受け部材３４は、遊技球が収容される容器状の部材であって、長方形状の底面３
７の各辺に側壁部３８ａ～３８ｄを立設して箱形に形成され、その上部は大きく開いた開
口部３９になっている。また、前記側壁部３８ａ～３８ｄの内のパチンコ遊技機Ｐ側に位
置する側壁部３８ａの側面には、其々縦方向に同じ長さで延びる長孔状の一対の貫通孔４
０，４０が、平行に所定間隔を離して開設されている。
【００２３】
　前記昇降部材３５は、縦板部４１と横板部４２とを備える断面略Ｌ字形状の部材であり
、該縦板部４１が前記球受け部材３４の側壁部３８ａに昇降自在に固定されると共に、該
横板部４２の上面４２ａに前記不正具侵入防止部材３６が支持されるようになっている。
前記縦板部４１は、その厚みの略中央部に、該縦板部４１の側面に平行に断面略コ字形状
の股部４１ａが形成される。また、縦板部４１の側面には、前記球受け部材３４の側壁部
３８ａの一対の貫通孔４０，４０に其々対応位置する一対のネジ孔４３，４３が開設され
る。そして、前記股部４１ａに球受け部材３４の側壁部３８ａを挿入すると共に、該貫通
孔４０，４０を介してネジ孔４３，４３に其々ボルト４４，４４を螺着することにより、
前記昇降部材３５は球受け部材３４に固定される。
【００２４】
　前記昇降部材３５の横板部４２は、前記縦板部４１の上側縁に略水平状に設けられ、前
記球受け部材３４の開口部３９よりも高い位置にて、その一部が該球受け部材３４の側壁
部３８ａよりも外方へ張り出している。そして、その上面４２ａにて前記不正具侵入防止
部材３６の下面４７を支持するようになっている。横板部４２の上面４２ａの両端縁には
其々ガイド壁４５，４５が立設され、該不正具侵入防止部材３６の両側縁はこれらガイド
壁４５，４５の内側面により挟まれる。また、各ガイド壁４５には、ネジ孔４６，４６が
其々開設されている。
【００２５】
　前記不正具侵入防止部材３６は、平板状の部材であって、前記昇降部材３５の横板部４
２の上面４２ａに載せると、図６に示したように、その下面４７の一部が、該横板部４２
の上面４２ａの縁から前記パチンコ遊技機Ｐ側へ迫り出すようになっている。また、該不
正具侵入防止部材３６の上面には、前記球受け部材３４の開口部３９へ向けて下傾する傾
斜面４８が形成され、さらに、該傾斜面４８の幅方向の側縁には壁部４９ａ，４９ａが設
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けられると共に、その上流側の側縁（先端部５２側の側縁）にも同様に壁部４９ｂが設け
られる。加えて、各壁部４９ａの外側面には、所定深さを有する溝孔５０が下面４７に平
行に其々刻設される。そして、前記昇降部材３５のガイド壁４５の各ネジ孔４６にボルト
５１，５１を挿入し、該溝孔５０に嵌るように各ボルト５１を螺締することにより、不正
具侵入防止部材３６は昇降部材３５に固定される。
【００２６】
　このようにして、不正具侵入防止部材３６は、その下面４７が前記遊技盤取付枠３の下
端面３ａと前記腰板２１の上端面２１ａとの重合部位よりも高所に位置し、且つ、傾斜面
４８が前記球集合樋３３の縦通路部３３ｂの終端部３３ｃの直下に位置し、さらに、先端
部５２（傾斜面４８の上流側の壁部４９ｂ）が前記遊技盤取付枠３の裏面３ｂに当接する
ようにして、該遊技盤取付枠３の裏面側に設けられる。また、前記球集合樋３３の終端部
３３ｃと前記不正具侵入防止部材３６の傾斜面４８との間には、少なくとも遊技球一個分
以上の間隔が設けられている。
【００２７】
　本発明に係る遊技機の不正防止構造は上記構成からなり、図８に示すように、不正を試
みようとする遊技者が前記遊技盤取付枠３の下端面３ａと前記腰板２１の上端面２１ａと
の隙間からピアノ線や針金等の不正具Ｘを差し込み、該不正具Ｘの先端部を前記球集合樋
３３の終端部３３ｃへ向けて上方へ移動させようとしても、前記不正具侵入防止部材３６
の下面４７が該不正具Ｘの先端部をブロックし、不正具Ｘを球集合樋３３内へ侵入させる
ことができない。これにより、不正具Ｘが該球集合樋３３を介して各種入賞装置（始動入
賞口１７，大入賞口１８，普通入賞口１９）の球検知器（図示せず）へ到達することが不
可能になり、該球検知器を誤作動させる不正行為を未然に防止できる。同様に、球集合樋
３３へ通した不正具Ｘの先端部をアウト球口２０から遊技盤４面へ出させ、始動入賞口１
７の電動開閉翼片１７ａ，１７ａや大入賞口１８の電動開閉扉１８ａを無理に開放させる
不正行為を未然に防止できる。
【００２８】
　また、本発明に係る遊技機の不正防止構造では、前記球受け部材３４の側壁部３８ａに
開設された長孔状の貫通孔４０，４０と、前記昇降部材３５の縦板部４１に開設されたネ
ジ孔４３，４３とが其々連通状に合致する範囲内で、該昇降部材３５を該球受け部材３４
の側壁部３８ａに所望の高さで固定できる。さらに、前記不正具侵入防止部材３６の各壁
部４９ａの外側面に刻設された溝孔５０，５０と前記昇降部材３５の横板部４２のガイド
壁４５に開設されたネジ孔４６，４６とが其々連通状に合致する範囲内で、該不正具侵入
防止部材３６を該球受け部材３４の側壁部３８ａの外方へ所望の長さで延出させて固定で
きる。これにより、球受け部材３４の配設位置に対し、球集合樋３３の終端部３３ｃや遊
技盤取付枠３の裏面３ｂの位置関係が異なる機種であっても、不正具侵入防止部材３６を
昇降およびスライドさせて、その傾斜面４８を球集合樋３３の終端部３３ｃの直下に位置
させると共に、先端部５２を遊技盤取付枠３の裏面３ｂに密着させることができるように
なる。すなわち、異なる機種毎に不正具侵入防止部材３６の取着位置を適切に合わせられ
るようになる。よって、異なる設計の遊技機にも、本発明の遊技機の不正防止構造を適用
できるようになる。
【００２９】
　さらに、前記不正具侵入防止部材３６の上面には、前記球受け部材３４の開口部３９へ
向けて下傾する傾斜面４８が形成され、該傾斜面４８は、球集合樋３３の終端部３３ｃの
直下に位置するようになっている。これにより、不正具侵入防止部材３６は、球集合樋３
３の終端部３３ｃから落下した遊技球を傾斜面４８で受け止めると共に、該遊技球を球受
け部材３４へ確実に誘導でき、それと同時に、不正具Ｘの侵入をその下面４７により阻止
することができる。
【００３０】
　次に、本発明の第二実施形態について説明する。第二実施形態に係る遊技機の不正防止
構造の概略構成は、上述した第一実施形態と略同様である。従って、以下の説明において
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は、第一実施形態と相違する構成についてのみ説明し、同一の構成については同一の符号
を付すことにより詳しい説明を省略する。図９は、第二実施形態に係る球受け部材と昇降
部材と不正具侵入防止部材を示す分解斜視図である。
【００３１】
　第二実施形態における不正具侵入防止部材５３の壁部５４，５４には、その外側面に直
方体状の突片５５が其々形成される。さらに、コイルバネ等の弾性部材５６，５６が、前
記球受け部材３４側を向き、且つ、該壁部５４に対し平行になるように各突片５５の側面
に取着される。また、第二実施形態における昇降部材５７のガイド壁５８，５８の内側面
には、前記不正具侵入防止部材５３の各突片５５に其々対応するガイド溝５９が、該昇降
部材５７の上面６０に平行に所定の長さで刻設される。そして、不正具侵入防止部材５３
は、各突片５５および弾性部材５６を各ガイド溝５９に其々嵌入するようにして、昇降部
材５７の上面６０に取り付けられる。そうすると、不正具侵入防止部材５３は、昇降部材
５７に対して摺動自在に支持され、さらに、前記弾性部材５６の弾性力により、球受け部
材３４の外方へ向けて常に付勢されるようになる。
【００３２】
　このように構成された第二実施形態に係る遊技機の不正防止構造では、遊技盤取付枠３
を開放すると、不正具侵入防止部材５３は、図１０に二点鎖線で示したように、弾性部材
５６の付勢により前方へ若干摺動した状態となる。遊技盤取付枠３を外枠１に閉止しよう
とすると、遊技盤取付枠３の裏面３ｂが不正具侵入防止部材５３の先端部６１に当接し、
該不正具侵入防止部材５３は弾性部材５６の付勢に抗して押圧され、後方へ摺動する。そ
して、遊技盤取付枠３が外枠１に完全に閉止されると、不正具侵入防止部材５３は、その
先端部６１が該遊技盤取付枠３の裏面３ｂに密着した状態となっている。従って、遊技盤
取付枠３を閉止するだけで、不正具侵入防止部材５３の先端部６１と遊技盤取付枠３の裏
面３ｂとが弾性部材５６の付勢により必ず隙間なく密接し、不正具Ｘの侵入を確実に防止
できるようになる。
【００３３】
　さらに、例えば、遊技盤取付枠３の裏面３ｂの前後方向の位置が多少異なる機種に本発
明の遊技機の不正具侵入防止部材を適用するに際しても、不正具侵入防止部材５３は、弾
性部材５６の付勢により、その先端部６１が遊技盤取付枠３の裏面３ｂに押圧されて該遊
技盤取付枠３の裏面３ｂに確実に密着するようになる。従って、機種の違いによらず、不
正具侵入防止部材５３の前後方向の位置合わせが簡単かつ確実にできるようになる。
【００３４】
　なお、上述した第一実施形態と第二実施形態では、箱形に形成され上部に開口部３９を
有する球受け部材３４を備える遊技機の不正防止構造を示したが、球受け部材３４の形状
は、これに限るものではない。球受け部材３４は、球集合樋３３の終端部３３ｃから落下
した遊技球を受け入れると共に、その側壁部３８ａに昇降部材３５，５７を固定し得るよ
うに構成されていれば、例えば、球集合シュートや球通路等の樋状をしていても構わない
。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の遊技機の不正防止構造が適用されるパチンコ遊技機を示す正面図。
【図２】同パチンコ遊技機の外観斜視図。
【図３】同パチンコ遊技機の外枠と遊技盤取付枠との背面斜視図。
【図４】同パチンコ遊技機の背面斜視図。
【図５】同パチンコ遊技機の下部を裏面側から見た断面斜視図。
【図６】同パチンコ遊技機の下部の断面図。
【図７】球受け部材と昇降部材と不正具侵入防止部材を示す分解斜視図。
【図８】本発明の作用を示す断面図。
【図９】第二実施形態に係る球受け部材と昇降部材と不正具侵入防止部材を示す分解斜視
図。



(9) JP 2010-142313 A 2010.7.1

10

20

【図１０】第二実施形態の作用を示す断面図。
【符号の説明】
【００３６】
　１　　　　　　　外枠
　３　　　　　　　遊技盤取付枠
　３ａ　　　　　　下端面
　４　　　　　　　遊技盤
　１７　　　　　　始動入賞口（入賞装置）
　１８　　　　　　大入賞口（入賞装置）
　１９　　　　　　普通入賞口（入賞装置）
　２１　　　　　　腰板
　２１ａ　　　　　上端面
　３２　　　　　　球集合カバー
　３３　　　　　　球集合樋
　３３ｃ　　　　　終端部
　３４　　　　　　球受け部材
　３５　　　　　　昇降部材
　３６　　　　　　不正具侵入防止部材
　３８ａ　　　　　側壁部
　４８　　　　　　傾斜面
　５２　　　　　　先端部
　５３　　　　　　不正具侵入防止部材
　５６　　　　　　弾性部材
　６１　　　　　　先端部
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